
世
界
遺
産
本
登
録
を
目
指
し

推
薦
書
を
提
出

本
市
の
万
田
坑
を
含
む
「
九

州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産

群
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
の
暫
定
一
覧
表
に
掲
載
さ

れ
た
の
は
、
平
成
21
年
の
こ
と

で
す
。

そ
れ
か
ら
約
４
年
が
過
ぎ
、

こ
の
春
、
構
成
資
産
を
持
つ
自

治
体
で
作
る
「
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
」
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協

議
会
」）
は
遺
産
群
の
世
界
文
化

遺
産
本
登
録
を
目
指
し
、
国
に

推
薦
書
を
提
出
し
ま
す
。

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た

複
数
の
資
産
を
一
つ
の
遺
産
へ

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
群
は
、
８
県
11
市
に
ま
た

が
る
28
の
資
産
で
構
成
す
る
、

産
業
活
動
に
関
わ
る
遺
産
の
集

合
体
で
す
。
日
本
が
19
世
紀
末

か
ら
約
50
年
と
い
う
短
期
間
で

近
代
化
し
、
経
済
的
な
発
展
を

成
し
遂
げ
る
礎
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
近
代
化
は
西
洋
諸
国
か

ら
技
術
や
知
識
、
機
械
な
ど
を

積
極
的
に
導
入
し
、
日
本
独
自

の
技
術
に
置
き
換
え
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成
し
遂

げ
た
も
の
で
す
。

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
貴
重

な
遺
産
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ

と
で
、
日
本
独
自
の
も
の
づ
く

り
の
文
化
や
、
世
界
的
に
も
極

め
て
ま
れ
な
日
本
の
飛
躍
的
な

発
展
の
過
程
な
ど
を
顕
著
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
珍
し
い
事

例
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
広

範
囲
に
存
在
す
る
複
数
の
資
産

を
一
つ
の
遺
産
と
す
る
「
シ
リ

ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

う
方
法
で
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

構
成
資
産
に
は
、
当
時
の
主

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
石
炭
を

産
出
し
た
炭
鉱
関
連
施
設
が
６

つ
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も

三
池
炭
鉱
は
、
良
質
な
石
炭
を

産
出
し
た
こ
と
で
日
本
で
の
軽

工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
転
換
と
、

西
洋
諸
国
に
船
舶
用
燃
料
を
供

給
し
た
こ
と
で
東
ア
ジ
ア
の
海

運
を
支
え
ま
し
た
。

本
市
の
万
田
坑
は
、
三
池
炭

鉱
の
主
力
坑
と
し
て
優
れ
た
技

術
を
伝
え
、
採
掘
・
揚
炭
・
選

炭
・
運
炭
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が

残
っ
て
い
る
貴
重
な
遺
産
と
し

て
、
重
要
な
資
産
の
一
つ
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

万田坑が「九州・山口の近代化産業遺産群」
の構成資産の一つとして目指している世

界遺産登録。世界遺産への取り組みは、ついに
大詰めを迎えます。世界遺産登録のための推薦
書提出と合わせ、日本の近代化を支えた三池炭
鉱の遺産の持つ価値をより強く裏付けるため、
この春、万田坑周辺と三池炭鉱専用鉄道敷跡な
どが国の史跡として追加指定されます。
　史跡の範囲が広がることで、炭鉱のまちとし
ての魅力は一層高まります。重要度を増す産業
遺産の価値をよく知り、地域の人や行政をはじ
め私たち市民が連携して、一体的に保存活用し
ていく必要があります。
　世界遺産の構成資産を目指す万田坑は、世界
に誇るふさわしい広がりを備えます。広がる史
跡を通して、三池炭鉱の価値を改めて考えます。
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世
界
遺
産
本
登
録
に
向
け
た

推
薦
書
を
提
出
す
る
に
当
た
り
、

三
池
炭
鉱
施
設
の
あ
る
本
市
と

大
牟
田
市
で
は
、
史
跡
の
追
加

指
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
坑
口
と
港
を
つ
な
ぐ

三
井
三
池
炭
鉱
専
用
鉄
道
敷
跡

や
、
万
田
坑
の
側
に
残
る
第
一

竪
坑
関
連
施
設
跡
な
ど
が
、
こ

の
３
月
新
た
に
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
す
。

明
治
６（
１
８
７
３
）
年
に
官

営
と
な
り
、
明
治
22
年
に
三
井

組
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
三
池
炭

鉱
は
、
平
成
９（
１
９
９
７
）年

に
閉
山
し
、
そ
の
翌
年
、
万
田

坑
と
大
牟
田
市
の
宮
原
坑
の
主

要
施
設
が
セ
ッ
ト
で
国
の
重
要

文
化
財
に
、
平
成
12（
２
０
０
０
）

年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、

重
要
な
産
業
遺
産
と
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
協
議
会
が
設
置
し
た

専
門
家
委
員
会
は
、
荒
尾
・
大
牟

田
に
残
る
さ
ら
に
大
き
な
炭
鉱
の

シ
ス
テ
ム
―
複
数
の
坑
口
か
ら
掘

り
出
し
た
石
炭
を
、
専
用
鉄
道
で

三
池
港
ま
で
運
ん
で
集
積
し
、
輸

出
す
る
過
程
が
分
か
る
施
設
も
一

体
的
に
保
存
す
る
こ
と
が
、
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
て
重
要
な
条
件

で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
専
用
鉄
道
敷

の
全
長
9.3
キ
ロ
の
う
ち
約
５
キ

ロ
と
、
第
一
竪
坑
関
連
施
設
跡

（
ア
ソ
ニ
ッ
ト
施
設
跡
）、
沈
殿

池
や
給
水
池
跡
な
ど
の
関
連
施

設
約
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
が
史

跡
に
追
加
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
市
の
史
跡
の
広
さ
は
、
こ

れ
ま
で
の
お
よ
そ
２
万
平
方

メ
ー
ト
ル
か
ら
、
お
よ
そ
11
万

平
方
メ
ー
ト
ル
に
広
が
り
ま
す
。

今
回
の
追
加
指
定
は
、
三
池

炭
鉱
と
発
展
し
た
荒
尾
・
大
牟

田
と
い
う
地
域
が
、
産
業
史
の

上
で
大
変
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
を
目
指
し
、
三
池
炭
鉱
の
遺
産
を
再
評
価

国
指
定
史
跡
範
囲
が
拡
大

荒尾市

大牟田市

県境

三
池
港

宮
原
坑

万
田
坑

追加指定される範囲

これまでの史跡範囲

これまでの史跡の範囲と追加指定された範囲
「三井三池炭鉱跡　宮原坑跡　万田坑跡」（国指定史跡）は、新たに追加指定される範囲

を含めて、「三井三池炭鉱跡　宮原坑跡　万田坑跡　専用鉄道敷跡」と名前を変えます。

凡例

け
込
ん
で
い
る
風
景
も
貴
重
な

「
炭
鉱
景
観
」
で
あ
り
、
価
値
あ

る
も
の
で
し
た
。

三
池
炭
鉱
は
、
荒
尾
・
大
牟

田
の
ま
ち
の
形
成
に
深
く
根
ざ

し
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
る
か

ら
こ
そ
見
え
に
く
か
っ
た
三
池

炭
鉱
が
残
し
た
景
観
は
、
世
界

遺
産
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
目
に
触
れ
、

徐
々
に
三
池
炭
鉱
と
私
た
ち
の

ま
ち
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
て

き
ま
し
た
。

三
池
炭
鉱
閉
山
か
ら
16
年
、

荒
尾
・
大
牟
田
は
、
か
つ
て
の

炭
鉱
の
ま
ち
と
い
う
姿
を
少
し

ず
つ
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
、
炭

鉱
の
ま
ち
の
姿
は
残
り
、
歴
史

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
近
代
化
を
語
る
大
切

な
地
域
の
宝
が
、
世
界
の
宝
と

な
る
日
―
そ
れ
は
ま
ち
と
私
た

ち
の
営
み
が
、
世
界
の
宝
に
な

る
日
で
も
あ
り
ま
す
。

専
用
鉄
道
敷
き
な
ど
が
国
の

史
跡
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
遺
産
と
遺
産
が
線
で

つ
な
が
り
、
面
が
一
層
広
が
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
荒
尾

と
大
牟
田
―
三
池
炭
鉱
の
あ
る

ま
ち
の
歴
史
と
価
値
を
、
立
体

的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

三
井
三
池
炭
鉱
跡
は
、
日
本

の
近
代
化
へ
の
歩
み
、
採
炭
技

術
の
進
歩
、
そ
し
て
地
底
か
ら

未
来
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
き

た
人
々
の
営
み
と
い
う
歴
史
を
、

目
に
見
え
る
形
で
伝
え
る
重
要

な
産
業
遺
産
で
す
。

今
も
残
っ
て
い
る
炭
鉱
の
遺

物
は
、
こ
の
ま
ち
に
住
む
私
た

ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
、

見
落
と
し
が
ち
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
す
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、

多
く
の
人
が
目
を
見
張
る
万
田

坑
や
宮
原
坑
の
櫓

や
ぐ
ら
の
威い

容よ
う

だ
け

で
な
く
、
暮
ら
し
に
の
中
に
溶

宮
原
坑

万
田
坑

今なお現役で稼働している遺産・三池港 第一竪坑関連施設跡が地下に残るアソニッ
ト施設跡

専用鉄道敷きと原万田駅プラットホーム跡

荒尾市の高台から万田坑、宮原坑を臨む。2 つの坑口は、今も専用鉄道敷跡でつながっている。
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地
域
の
遺
産
か
ら
世
界
の
遺
産
を
目
指
し
て

宝
の
真
価
は
ま
ち
に
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